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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀による財政・金融政策等により、企業収益や

雇用情勢は堅調に推移し、緩やかな回復基調となりました。一方で、人手不足による労務費の高騰、海外景気の

下振れ懸念等、不透明な状況が続いております。

　当社グループの主力製品であるコンクリートパイル市場におきましては、官公需要は減少したものの、民間需

要が増加したため、全体の出荷量は前年同期比ほぼ横這いとなりました。こうした中で、当社グループは、主力

のコンクリートパイル事業において、オリジナル工法の販売強化に努めた結果、販売量は関東地区を中心に増加

いたしました。一方で、環境製品（コンクリートブロック）事業、砂利事業につきましては、公共投資の減少に

より、販売量は減少いたしました。

　当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は481億11百万円（前年同四半期比6.6％増）、

営業利益は、コンクリートパイル事業において競争激化により利益率は低下したものの、情報関連事業の業績が

堅調であったこと、平成26年12月に開業いたしました ホテルゲストワン（HOTEL Guest1） 上野駅前や、工場敷

地内に設置しました太陽光発電設備の稼働率が好調に推移したことも寄与し、44億32百万円（同11.1％増）とな

りました。経常利益は、前年に多額の為替差益を営業外収益に計上した影響もあり、47億49百万円（同0.6％増）

となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は30億92百万円（同9.8％増）となりました。

　 セグメントの業績は、次のとおりであります。

　① コンクリート二次製品関連事業

コンクリート二次製品関連事業につきましては、価格競争の激化等、厳しい経営環境の中で、販売強化に努

めました。その結果、当部門の売上高は、399億21百万円（前年同四半期比5.0％増）となり、営業利益は、34

億4百万円（同3.8％減）となりました。

　② 情報関連事業

情報関連事業につきましては、売上高は、45億9百万円（前年同四半期比9.8％増）となり、営業利益は、3

億10百万円（同42.6％増）となりました。

　③ その他事業

その他事業につきましては、売上高は、36億80百万円（前年同四半期比21.3％増）となり、営業利益は、10

億41百万円（同37.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ60億76百万円増加し、665億71百万円となり

ました。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ25億82百万円増加し、249億63百万円とな

りました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ34億93百万円増加し、416億7百万円と

なりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年3月期の連結業績予想につきましては、データ流用問題による業績への影響は特にないため、平成27年

５月13日に公表しました「平成27年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載した数値から修正しておりま

せん。
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（４）会社の対処すべき課題

当社の既製コンクリート杭の施工におきまして、一部の施工報告書で電流計データを流用するという事態が判

明しました。今後は、このような事態を起こさぬよう、再発防止策の徹底を行い、施工管理の強化に一層注力し

てまいります。

　設計・施工及び施工管理に関しましては、基礎ぐい工事問題に関する対策委員会がとりまとめました「中間と

りまとめ報告書」、一般社団法人日本建設業連合会が作成しました「既製コンクリート杭施工管理指針（案）」お

よび一般社団法人コンクリートパイル建設技術協会が作成しました「既製コンクリート杭工法の施工管理要領

（案）」に従い、適切に施工管理を行ってまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,508 17,160

受取手形及び売掛金 17,794 21,545

商品及び製品 2,133 2,251

仕掛品 30 124

原材料及び貯蔵品 599 680

その他 705 555

貸倒引当金 △803 △682

流動資産合計 36,968 41,633

固定資産

有形固定資産 13,967 14,204

土地 5,736 5,749

その他 8,231 8,454

無形固定資産 624 833

投資その他の資産 8,934 9,899

投資有価証券 7,880 9,026

その他 1,071 885

貸倒引当金 △17 △11

固定資産合計 23,526 24,937

資産合計 60,495 66,571
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,106 14,103

短期借入金 290 190

未払法人税等 598 594

工事損失引当金 67 76

保証工事引当金 51 30

その他 4,892 5,454

流動負債合計 18,005 20,448

固定負債

長期借入金 270 202

役員退職慰労引当金 464 387

退職給付に係る負債 771 785

保証工事引当金 49 76

その他 2,819 3,063

固定負債合計 4,375 4,514

負債合計 22,380 24,963

純資産の部

株主資本

資本金 2,146 2,146

資本剰余金 1,844 1,844

利益剰余金 30,042 32,745

自己株式 △1,531 △1,593

株主資本合計 32,501 35,142

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,083 4,847

その他の包括利益累計額合計 4,083 4,847

非支配株主持分 1,529 1,617

純資産合計 38,114 41,607

負債純資産合計 60,495 66,571
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 45,150 48,111

売上原価 36,897 39,371

売上総利益 8,253 8,739

販売費及び一般管理費 4,264 4,307

営業利益 3,988 4,432

営業外収益

受取配当金 107 129

為替差益 370 4

貸倒引当金戻入額 194 125

その他 125 95

営業外収益合計 797 355

営業外費用

その他 64 37

営業外費用合計 64 37

経常利益 4,722 4,749

特別利益

固定資産売却益 1 2

その他 1 13

特別利益合計 2 15

特別損失

固定資産除売却損 6 5

アドバイザリー費用 70 ―

履行保証金解約損 229 ―

その他 5 20

特別損失合計 311 26

税金等調整前四半期純利益 4,413 4,739

法人税、住民税及び事業税 1,129 1,383

法人税等調整額 367 166

法人税等合計 1,497 1,549

四半期純利益 2,915 3,189

非支配株主に帰属する四半期純利益 99 97

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,816 3,092
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 2,915 3,189

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 830 766

その他の包括利益合計 830 766

四半期包括利益 3,745 3,956

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,643 3,856

非支配株主に係る四半期包括利益 102 100
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結損
益計算書計上

額
（注3）

コンクリート
二次製品関連

情報関連 計

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

38,010 4,105 42,116 3,033 45,150 ― 45,150

　(2) セグメント間の
　 内部売上高又は
　 振替高

34 ― 34 3,453 3,487 △3,487 ―

　 計 38,045 4,105 42,150 6,487 48,638 △3,487 45,150

セグメント利益 3,538 217 3,756 755 4,511 △522 3,988

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、技術提供収入部門、レジャー部門、

不動産賃貸収入部門及び環境衛生部門、並びに、平成26年８月より開始しております太陽光発電収入部門が含

まれております。

2.セグメント利益の調整額△522百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

3.セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結損
益計算書計上

額
（注3）

コンクリート
二次製品関連

情報関連 計

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

39,921 4,509 44,431 3,680 48,111 ― 48,111

　(2) セグメント間の
　 内部売上高又は
　 振替高

27 ― 27 3,493 3,521 △3,521 ―

　 計 39,949 4,509 44,458 7,173 51,632 △3,521 48,111

セグメント利益 3,404 310 3,715 1,041 4,757 △325 4,432

（注）1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、技術提供収入部門、レジャー部門、

不動産賃貸収入部門、環境衛生部門及び太陽光発電収入部門が含まれております。

2.セグメント利益の調整額△325百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

3.セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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